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broke the door open.／ She ate herself sick. の open，sickのように，一般に目的語の後に生じ，目的語の前
に生じることはまれである。動詞－不変化詞構文の結果句である不変化詞も，He lifted the box up. の upの
ように，一般に目的語の後に生じるが，He lifted up the box. の upのように目的語の前に生じることもある。
一方，＊He cried out his eyes. のように不変化詞の前置が許されないことがあることから，この章では「焦点化」
と「有標性」という概念を用いて，結果構文と動詞－不変化詞構文の語順に係る現象を説明する。具体的に
は，結果句と不変化詞をⅩ Pで示すと，これら二つの構文では，動詞によって表される行為に焦点が置か
れると，Ⅹ Pが目的語の前に生じる形式［NP V XP NP］は容認されない可能性が高まること，および，[NP 




あることを示し，Lakoff and Johnson （1980）のメタファー論の観点から，不可視変化の「時間の経過」は
可視変化の「位置変化」を基盤に理解されていることを明らかにする。
　第六章では，使役移動構文の語順について考察する。この構文の方向句（DP）は，They laughed the 













　現代英語の結果構文は，John wiped the table clean.／ Tom kicked the thief out of the house.／ The smith 






























点が主語の行為に置かれる場合，結果句や方向句は＊The joggers ran thin the pavement.のように目的語に先
行することはなく，一方，He broke open the door. のような有標の形式が許されるのは， He broke the door 
open. という無標の形式において焦点が主語の行為ではなく行為の結果に置かれる場合に限られると説明し
ている。
　よって，著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
